
◆洪水ハザードマップ
　 今 い る 場 所 の 浸 水 想 定 を ス
マートフォンで簡単に調べられ
る「WEB 版洪水ハザードマップ」
を公開しています。また、令和２
年５月に全戸配布した洪水ハザー
ドマップはホームページでも確認
できます。日ごろからチェックし、
災害に備えましょう。

過去の地震による建物倒壊などの被害は、昭和
56 年５月以前の住まい（旧耐震基準の住宅）に多
く生じています。これらの住まいについて、耐震診
断や耐震改修の補助を実施しています。
耐震改修は、定額 150 万円という全国
的にも手厚い補助金があります。ぜひ
検討ください。

　地震でブロック塀が倒壊すると、人的被害や避難・
救助活動の支障となる恐れがあります。日頃から安
全点検を行い、危険なブロック塀を無くしましょう。
　また、市はブロック塀を除却して生
け垣などを設置する工事に補助金を交
付しています。こちらも活用ください。

 建築住宅課　☎227－6087

　「災害が起きたらとりあえず避難所！」
と考えてはいませんか？避難所は、自宅な
どが危険な人を受け入れる場所です。ス
ペースも限られているため、多くの人が

密集すると感染症のリスクが高まります。
　避難とは「難」を「避」けること。自
宅が安全な場合は無理に避難所に向かわ
ず、自宅避難というのも一つの選択です。

　避難所には災害に備えた物資が備蓄してあ
りますが、その量には限りがあります。また、
家庭によって必要な物資も異なります。自宅
避難でも避難所へ行くにしても、必要なもの
は事前に準備が必要です。とは言え、備蓄の
必要性を感じていても、非常食の賞味期限の
管理や過不足の確認など、備蓄を維持してい
くのは難しいもの。そこでお勧めしたいのが
ローリングストックです。

　自宅避難について紹介してきましたが、これ
らはあくまで「自宅が安全な場合」の選択肢で
す。地震で自宅倒壊の恐れがあったり一人での
生活が不安だったりした時には、迷わず指定の
避難所に避難してください。市でも避難所の感
染症対策を進めていますが、避難者一人一人の
行動も重要です。避難時には感染予防の物品を
忘れずに持参してください。
　コロナ禍の災害で一番怖いのは「感染症を恐
れて避難しないこと」です。安全が確保でき
ない恐れがあるときは迷わず避難所へ避難しま
しょう。

災害時避難場所の
確認はこちら→

WEB版洪水ハザード
マップはこちら→

　自宅での避難を考える時には、自宅と
その周辺にどんな災害リスクがあるのか
を知ることが大切です。災害時に慌てる
ことのないよう、事前に危険度チェック
や家の中の安全確保をしましょう。

自宅避難という選択

ローリングストックのすすめ

不安な時は迷わず避難所へ！ 自宅の安全を確保する
新型コロナウイルス感染症対策
避難所運営訓練実施！

　普段からレトルト食品や缶詰などを買ってお
き、使った分だけ新しく買い足していくこと
で、常に一定量の食料を備蓄する考え方です。
日常生活で消費と購
入を繰り返すことで、
備蓄品の鮮度を保ち、
災害時でも日常生活
に近い食生活を送る
ことができます。

ローリングストックとは？

AQ＆
備蓄品

食事
□ 飲料水（１人１日３㍑以上）
□  食品（おにぎりやパンなどの

主食、缶詰やレトルト食品な
どの副菜を準備）

生活用品
□ 携帯・スマートフォン充電器
□ タオル　□ ティッシュ
□ マウスウォッシュ
□ ウエットティッシュ
□ 衣類　　□ ボディペーパー
□ ゴミ袋　□ 非常用トイレ　
□ ラップ　□ 使い捨て食器
□ 常備薬　□ 応急用品

必要に応じて備蓄するもの
□  ベビー用品（ミルク・ほ乳瓶・

紙おむつなど）
□ 介護用品　□ 生理用品

非常時持ち出し品
□ 懐中電灯　□ 電池　□ 現金
□ 通帳・ハンコ
□ 持病のある人は処方薬

感染症対策品
□ マスク　　□ 消毒液・石けん
□ 体温計　　□ 人数分のタオル
□ 内履き（スリッパなど）
□ 防寒着　　□ ビニール手袋

備蓄品（例）

Q. 備蓄品はどのくらい
用意したらいいの？

A. 最低でも３日分！
　災害発生後 72 時間の最優
先事項は人命救助です。公的
機関は生存者の捜索を優先し
て行うため、支援が始まるま
での期間（＝３日間）を自力
で過ごすための備蓄が最低限
必要です。

　10月 10日㈯、「新型コロナウイルス感
染症対策避難所マニュアル」に基づく避難
所開設訓練を実施し、防災士や避難所担当
者など 40人が参加。検温や消毒の徹底に
加え、感染症予防エリアと居住エリアの
ゾーニングや十分な身体的距離を確保し
た居住スペースの設置など、感染症対策を
講じた避難所開設手順を確認しました。

建物倒壊を未然に防ぐ！

危険なブロック塀はありませんか？

災
害
と
感
染
症
か
ら
身
を
守
る

新
し
い

　

森
本
・
富
樫
断
層
を
震
源
と
す
る
地
震
が
起
こ
る
と
、

野
々
市
市
で
は
震
度
６
強
を
記
録
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
想

定
避
難
者
数
は
２
５
０
０
人
に
も
上
り
ま
す
。
ま
た
、
ゲ

リ
ラ
豪
雨
や
大
型
台
風
が
い
つ
私
た
ち
を
襲
う
か
も
わ
か

り
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
禍
の
今
、「
も
し
も
の
時
」
に
備
え
て

何
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
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災害時の情報収集

　　防災行政無線
　市内28カ所のスピーカーから緊急地震速報や
避難情報を放送します。放送内容は、防災行政無線
情報ダイヤル（☎246－1000）でも確認できます。

　　防災行政無線

あなたとあなたの大切な人を守る
地域防災

　
災
害
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た

時
、
救
助
は
ど
の
よ
う
に
行
わ

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
阪
神
淡

路
大
震
災
で
は
、
救
助
さ
れ
た

被
災
者
の
約
77
㌫
が
近
隣
住
民

な
ど
に
助
け
ら
れ
て
お
り
、
消

防
や
警
察
・
自
衛
隊
に
救
出
さ

れ
た
人
は
約
23
㌫
と
、
地
域
防

災
の
重
要
性
が
浮
き
彫
り
と
な

り
ま
し
た
。
と
は
言
え
、
地
域

の
力
に
も
限
り
が
あ
り
ま
す
。

地
域
の
力
を
最
大
限
生
か
す
に

は
、
迅
速
な
安
否
確
認
が
必
要

で
す
。
ど
こ
で
誰
が
助
け
を
求

め
て
い
る
か
を
把
握
す
る
手
段

や
、
自
分
が
助
け
を
求
め
る
方

法
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

無
事
を
知
ら
せ
る
黄
色
い
タ
オ
ル

　

多
く
の
町
内
会
で
は
、
災
害

が
起
こ
っ
た
際
に
無
事
を
知
ら

せ
る
黄
色
い
タ
オ
ル
を
玄
関
先

に
掲
げ
る
事
を
推
奨
し
て
い
ま

す
。
家
族
全
員
が
無
事
な
ら
黄

色
い
タ
オ
ル
を
掲
げ
て
「
大
丈

夫
！
」
と
知
ら
せ
る
こ
と
で
、

救
助
を
す
る
人
の
確
認
の
手
間

を
省
き
、
救
助
が
必
要
な
人
を

よ
り
早
く
発
見
で
き
ま
す
。

避
難
行
動
要
支
援
者
個
別
計
画

　
避
難
行
動
要
支
援
者
個
別
計

画
と
は
、
要
支
援
者
の
自
宅
に

訪
問
し
、
相
談
し
な
が
ら
避
難

経
路
や
支
援
す
る
人
を
事
前
に

決
め
た
も
の
で
す
。
個
別
計
画

に
基
づ
い
た
防
災
訓
練
を
行
う

こ
と
で
、
要
支
援
者
に
対
す
る

地
域
住
民
全
体
の
理
解
と
協
力

に
つ
な
が
り
ま
す
。

結
ネ
ッ
ト
災
害
時
モ
ー
ド

　
町
内
会
活
動
を
支
援
す
る
ア

プ
リ″
結
ネ
ッ
ト
〞
に
は
「
災

害
時
の
安
否
確
認
」
機
能
が
あ

り
ま
す
。
町
内
会
長
が
「
災
害

時
モ
ー
ド
切
替
」
を
オ
ン
に
す

る
と
災
害
時
安
否
確
認
画
面
に

切
り
替
わ
り
、
プ
ッ
シ
ュ
配
信
、

地
図
連
動
、
写
真
・
音
声
・
動

画
の
添
付
な
ど
、
ス
マ
ホ
の
機

能
を
活
用
し
た
情
報
の
発
信
と

共
有
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
住

民
の
安
否
情
報
を
地
域
で
共
有

で
き
る
た
め
、
安
否
不
明
者
の

家
の
訪
問
確
認
を
効
率
的
に
行

う
こ
と
が
で
き
、
支
援
す
る
人

の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　　ほっとＨＯＴメール
　　ののいち
　市からのお知らせや防災情報、交通・防犯情報
などを配信する登録制メールです。登録は、上記
二次元バーコードを読み取るか、下記メールアド
レスへ空メールを送信してください。

nonoichi@entry.mail-dpt.jp

　　ほっとＨＯＴメール
　　ののいち

　　北陸電力送配電スマホアプリ
　　停電情報お知らせサービス
　設定した地域（最大 12 地域）の停
電情報や復旧見込み時刻などをプッシュ通知でお
知らせします。

　　結ネット
　地域の情報を受け取ることができる
スマートフォンアプリ。町内会の電子
回覧板としての使用やイベントの出欠連絡、災害
時は安否確認システムとして機能します。

　　結ネット

　　Yahoo! 防災速報
　地域の災害情報などをスマートフォ
ンアプリで知らせます。

　　Yahoo! 防災速報

　災害時のスムーズな情報収集のために、事前登
録などをしておきましょう。

　　エリア・緊急速報メール
　災害情報・避難情報など、緊急度の高い情報が
特定エリア内の携帯電話・スマートフォンに一斉
配信されます。

　　エリア・緊急速報メール

　　県河川総合情報システム
　雨量・水位などを調べることができ
ます。

　　

　　えふえむ・エヌ・ワン（76.3MHz）
　　緊急割り込み放送
　災害時には通常のラジオ放送を停止し、市がＦ
Ｍ電波を利用した緊急放送を行います。

　　
　　緊急割り込み放送

災害ボランティア
田中��昭一さん

（本町四丁目）
東日本大震災を契機に活動
をはじめる。以降、熊本地
震や西日本豪雨など 15 カ
所の被災地へ出向きボラン
ティアを行う。

INTERVIEW
活
動
の
き
っ
か
け

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
起

こ
っ
た
東
日
本
大
震
災
。
被
災

地
の
様
子
を
テ
レ
ビ
で
見
て
居

て
も
立
っ
て
も
居
ら
れ
ず
、
妻

と
一
緒
に
宮
城
県
南
三
陸
町
に

向
か
い
ま
し
た
。
現
地
で
被
害

と
被
災
者
の
様
子
を
目
の
当
た

り
に
し
、
妻
の
「
こ
れ
か
ら
は

人
の
た
め
に
尽
く
し
た
ら
ど
う

か
。」
と
い
う
言
葉
で
決
心
し
、

活
動
を
始
め
ま
し
た
。

被
災
地
で
の
活
動

　

が
れ
き
の
撤
去
や
支
援
物
資

の
仕
分
け
を
行
い
ま
す
。
現
地

へ
は
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
で
向

か
い
、
寝
泊
ま
り
も
車
で
す
。

行
政
は
ど
う
し
て
も
主
要
な
道

路
や
河
川
の
補
修
が
優
先
に
な

る
の
で
、
重
機
を
持
参
し
て
現

地
に
向
か
い
、
中
々
手
が
回
ら

な
い
民
家
や
集
会
所
の
が
れ
き

の
撤
去
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

災
害
に
対
す
る
心
構
え

　

も
し
森
本
・
富
樫
断
層
が
震

源
の
地
震
が
起
き
れ
ば
、
野
々

市
も
被
害
は
免
れ
ま
せ
ん
。
災

害
時
に
は
、
ま
ず
は
命
を
守
る

行
動
が
最
優
先
。避
難
の
際
は
、

最
低
で
も
水
・
着
替
え
・
毛
布

（
防
寒
具
）
を
持
参
し
ま
し
ょ

う
。
ほ
か
の
物
資
は
自
治
体
の

備
蓄
や
支
援
物
資
で
賄
え
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
３
つ

は
不
可
欠
で
す
。
ま
た
、
近
所

の
高
齢
者
や
支
援
が
必
要
な
人

を
日
頃
か
ら
把
握
し
て
お
く
こ

と
も
大
切
で
す
。
そ
し
て
、
災

害
現
場
を
知
る
人
が
地
域
に
居

る
か
否
か
が
災
害
後
の
初
動
に

大
き
く
影
響
す
る
の
で
、
ぜ
ひ

多
く
の
人
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
経
験
し
て
ほ
し
い
で
す
。

被
災
地
の
助
け
に
な
る
の
は
も

ち
ろ
ん
、
そ
の
経
験
が
自
分
の

街
を
守
る
力
に
な
り
ま
す
。

　午前８時に防災行政無線やほっと
HOTメール、Yahoo!防災アプリなど
で訓練開始をお知らせしますので、各
家庭でシェイクアウト訓練（しゃがむ、
隠れる、じっとする）を実施してくだ
さい。また、自宅の安全点検や非常用
持ち出し袋などの避難準備も併せて行
いましょう。171伝言ダイヤル※ 1（お
よび WEB171）も使えます。
　訓練後は、家庭でできる災害対策
や災害時の行動、避難の方法などに
ついて話し合ってみてください。
※ 拠点避難所での訓練は中止しますが、町内

会で訓練を実施する場合があります

　11 月１日㈰から防災クイズを公
開しました。クイズにチャレンジし、
防災について考えてみましょう！

防災クイズにチャレンジ！

　午前８時に防災行政無線やほっと

11月８日 ㈰  午前８時から

市総合防災訓練

HPhttps://www.
city.nonoichi.lg.jp/
soshiki/7/25798.html

※１  171 伝言ダイヤルとは
　災害時の通信増加で電話がつながりに
くくなった場合に提供される、電話を
用いた音声伝言板システム。WEB171

（https://www.web171.jp） は、 イ ン
ターネット上で 171 伝言ダイヤルに登
録された音声の確認や、テキストでの伝
言登録が可能。

「171」をダイヤルし、音声ガイダ
ンスに従って伝言を録音・再生

言登録が可能。

「171」をダイヤルし、音声ガイダか
け
方
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